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うてな遺跡の遠景（南西上空より）

この写真は、菊池郡七城町辺田の上空よりとっ

た航空写真です。写真のほぼ中央に、うてな台地

の平らな面があI)、東西方向にのびています。こ

の台地は、菊池川の支流である内田川・木野川と

迫間川とにはさまれていて、標高が約70m～80m

あります。

うてな遺跡はこの台地の西側の端にあI)、避跡

からはまわりを良く見ることができます。今回訓
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査したのは、遺跡の中央より南側によったところです。写真には、弥生時代後期の環濠と古墳

時代前期の方形周瀧墓が見えます｡ここより北側にある、排水路を作る前の調査で、弥生時代後

期から古墳時代前期の竪穴住居辻（約80粁）と環濠（7本）などが見つか')ました。今回見つ

かった環濠と前Imlの洲在で出てきた竪穴住居靴・畷濠は関連があります（P2参照)。
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うてな遺跡 うて勉

所在地菊池郡七城町大字台

調査面績約7,000m：

うてな遺跡の今回の調査は県道を

改良する工事にともなうものです。

調査したところは、その道路幅なの

で細長くなっています。

縄文時代の調査

縄文時代の後期の土器が出てきま

した。しかし、家のあとなどは見つ

かりませんで､した。

弥生時代の調査

2本の溝あとが見つか')ました。

今回調査したところより北側に、家

のあと（竪穴住居靴）が見つかって

います。2本の溝は、この家がある

ところの外側（集落の南側）にあり

ます（環濠)。瀞の中からは、弥生

時代終わり頃の土器がたくさん出て

きました。これらの土器はつぶれた

状態やわれた状態で見つか')ました。

出てきた土器をつなぐと、かめ・壷

・鉢（深いⅢ）などの形になります。

土器のほかに、石でつくった道具

(石器・石製品）が少し出てきまし

た。特にめずらしいものは、火山の

噴火でできたやわらかい石(凝灰岩）

のこしかけです。

古墳時代の調査

四角に溝をめぐらした墓のあと

(方形周溝墓）3韮、木で作った棺

のあと（木棺）4韮、壷を使った棺
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(壷械）l雑が見つかりました。こ

れらは台地西側の端にまとまってい

ます。方形周溝墓は、稚の中から出

てきた土器から、古墳時代の前期の

ものと考えられます。木柁は木のま

わりをねんどで､おおっています。1

号・4号・5号木械のIl1からは、ガ

ラスの玉がたくさん見つかりました。

ガラスの玉は首かざ')や腕輪にした

ものです。木棺・壷械も方形周溝墓

と同じ頃のものと思われます。

平安時代の調査

地面を四角にほって、その上に屋

根を作った家のあと（竪穴住居辻）

46llil:、地面に柱を建てた家のあと

(州il立柱建物跡）5棟が見つかりま

した。ほかに、道のあと1本、溝の

あと3本、地面をほった墓のあと

(土壌墓）2基が出てきました。竪

穴住居ｶﾋには、かくに接してかまど

があ')ます。かまどの中には灰や焼

けた土が入っていました。竪穴住居

城は2～7棟が重なって見つかりま

した。道のあとは、くぼんでいて、

人が歩いた部分が硬くなっています。

鎌倉・室町時代の調査

掘立柱建物跡3棟・土職蕊2雅・

道路のあと10本・溝のあと2本が見

つかりました。掘立柱建物跡のうち、

2棟は同じ向きに、接して建ってい

ます（平行型二棟造)。10本の道路

あとは上下に重なっていて、同じ方向

にのびています。

掘立柱建物跡
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道路の下に石を並べた状態
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白鳥平B遣跡
所在地

広さ

立地

遡跡の年代

熊本県人吉市赤池水無町

約lOOOOm：

丘陵上標高170～173m

先土器時代、縄文時代草創期、早期、近世（江戸時代）

先土器（旧石器）時代の終わりごろ、少しづつ気候が暖かくな')まわりの動物、植物が変化

しはじめたことから人類の生活の形が変化します。そのなかで大きな変化として「土器」とい

う新しい道具を作り、使いはじめます。この時代を細文時代草創期といいます。このように

｢土器」が作られるようになって、木ノ実や貝類などを煮たり炊いたりして食べることができ

るようになり、食生活が豊かになりました。白鳥平B遺跡では土器の表面に爪をおしあてて文

様をつけた古い土器片が多数見つかりました。
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純文時代草創期遺物出土地点
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迫の上遣跡
所在地

広さ

立地

遺跡の年代

熊本市龍田町上竜田字迫の上

約5,000m恩

丘陵上標高約90m

縄文時代

この遺跡からは、縄文時代の早期の土器が沢山見つかりました。木の棒に刻み目を付けて土

器の表面を転がして文様を付けた、押型文土器が数多く見うけられます。その他、石を打ち欠

いて作った石斧（打製石斧）ややじり（石鍬）が見つかりました。とくに黒雌石で作った石器

もありますが、黒曜石の産地は近くにあI)ません。

また、縄文人が住んでいた家の跡は見つかっていませんが、煮炊に使ったと思われる石組み

(集石遺職）が見つかっていますので、この地に生活していた縄文人の様子を想像することが

できます。 へ
』

､

遺跡の全景（南上空より）
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Ⅳ区．縄文時代のやじり出土状況

11区．調杏区全景
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一
Ｌ 11区．押型文土器出土状況
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平成3年度に調査した遺跡

~ ~

（凡例）
1，立地については、それぞれ台地、丘陵地、山
地、段丘、河川の頭文字をつけた。

2．成果の時期は、次のように記す。
先土器時代先奈良時代一奈
縄文時代早』Ⅲ～晩期一平安時代一平

縄一早、前、中、後、晩中世一中
弥生時代前期～後期一近世一近

弥一前、中、後
古蝋時代一古

佐賀県佐賀県

涯涯
辰、

」

〈編集後記＞

今回は、平成3年度に実施した鯛姦第2係の鯛

悲成果をお知らせしました。これからも、よ')身
近な文化財を目指して発行をⅢねたいと思います。

みなさんからの御意見・御感想をお待ちしていま
す。
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避跡名

大塚

宮の前

うてな

鞠智城

面の平

ワクド石

出ロ

場土

峠

狩尾湯ノロ

狩尾方無田

池田古圃

亀塚

柏木谷

原ロ

迫の上

古城跡

熊本城

神の元1号墳

八代大塚古墳

白鳥平A・B

人我胸

永谷

大原

別府

中尾

所在地（立地）

玉名市立剛寺（台）

玉名郡菊水町長小田（段）

菊池郡七城町（台）

菊池郡菊鹿町米原（台）

菊池郡旭志村（台）

菊池郡大津町（台）

菊池郡合志町（台）

菊池郡合志町（台）

菊池郡合志町（台）

阿蘇郡阿蘇町字狩尾（微）

阿蘇郡阿蘇町字狩尾（微）

門邸郡円鮮世｣字狩尾（台）

菊池郡旭志村（台）

阿蘇郡久木野村宇久石(丘）

阿蘇郡久木野村字河陰(丘）

熊本市龍田町上立田（丘）

熊本市古城町（台）

熊本市千葉城町（台）

宇土郡不知火町高良（台）

八代市東片町（低）

人吉市赤池水無（丘）

Ｉ
Ⅱ

球磨郡錦町木上（丘）

球磨郡須恵村（丘）

〃

事業名

国道

ほ場

県道

国庫・県

畑総

畑総

畑総

畑総

畑総

激甚復旧

激甚復旧

激甚復旧

農道

ほ場

ほ場

国道

県立学校

美 術 館

農道

道路

自動車道

〃

〃

国営川辺

畑総

〃

澗燕期間

H3,4～H3.9

H2.11～H3.11

H3.9～

H3.12～

H3.12～

H4.3～

H3.11～

H3.3～H3.7

H4.1～

H3.7～H3.12

成果（時期）

､物散布他(側一後)(奈､平)､周澗状i蛾(古）

ｶﾒ縮､竪穴住居杜､柵

噸(弥生一後)､加捌総〈古－1W)､竪穴鋸虻(平)､遡路勝･据立槻餓跡(雄･皇）

八角円堂､掘立柱浬物跡､礎石塾物(蕊－平）

竪穴住居杜(弥生時代脚W）

石組炉､遡物紬地(縄-後､晩)､竪穴住居杜(縄､古）

竪穴住居祉(弥生一後)､iH物赫(柵-後､晩）

掘跡仲世)､竪穴住居杜(雑一平安)､掘立柱鋤跡(京良一平安）

竪穴住居杜(斎良-平安)､Ⅲ物散布(縄一後､晩）

典落(弥生-後)､V字構､胴嫉､索環蘭刀子､勾玉

典落(弥生一後）

巣落(弥生一後）

竪穴躍祉(弥一後)､土j羅､方形師羅､円肘(古）

竪穴住居祉(弥~古）

遺物敗布地(縄一早､晩）

掘立睡物跡､地下倉(江､明）

柱穴､溝､石組

古蝋時代後期の古蝋

前方後円坑､周溝埴轄

爪形文士農･典石(縄一草創期~早期）

遺物跡地･巣石(縄－早）

遺物紡地･蝋石(縄－早）

土坑･貯薦穴･遺物敗布地(蝿一晩）

遺物股布地(旧石器~平）

＃


